
ポスト・ビザンツ期の現代ギリシャ語文法書と辞書

一複合前置詞の記述-

橘　　　孝　司

0.序論

現代ギリシャ語の特徴を古代ギリシャ語と比較した場合、その顕著な相違の一つとして、

「～の上」 「～の下」といった空間概念がいわゆる複合前置詞によって表現される、という

点を挙げることが出来る。複合前置詞とは、各空間概念を示す副詞が前置詞(ereないしαno)

と共起してまとまった意味統語的単位を形成するものである。例えば

Tnapxei evα βLβXlo nbcリ<y (Tto rpα7TとEL. 「テーブルの上に本がある」

Miff l′ゐTα Kinderca xaTU rt'.TO Trtv xapeKえα. 「ft子の下に三晶AiJilっていろ」

といった文において、7Tbリw,x丘TGJは具体的な空間概念の表現を担う副詞であり、これにo・

(deの異形態)、 α7lbという前置詞が結びつくことで、 「テーブル」 「椅子」を基準点とし

てその「上」 「下」という空間の定位がなされている。複合前置詞においてどの空間副詞が

o・Eとα7rbいずれの前置詞と結びつき、あるいはこれらが「接近」 「分離」 「通過」といった

移動の概念と組み合わさった場合、その結びつきにどう影響するのかという問題について、

筆者はこれまで橘(1991)、 Tachibana(1994a)などで論じてきた。また、複合前置詞の適時

的発展については、中世後期(12世紀から15世紀)の民衆語文献の中で辿ることが出来る

が、その概略はTachibana(1994b)に示されている。

本稿では、現代語に特徴的なこの形式が、ポスト・ビザンツ期から現れ始める現代ギリ

シャ語の文法書と辞書においてどのように記述されているのか、その記述はどう発展(或

いは退行)していくのか、を調査する。これにより、複合前置詞が文法記述に携わる人達

の注意をどの程度惹き、現代口語の形態として記述するに足る対象であると認められてい

たのか、という点を明らかにすることが目的である。具体的には、 16世紀前半から18世紀

初頭にかけての代表的な文法書・辞書五編を調査対象として取り上げる1。これらを成立・

刊行年代の順に掲げると以下の通りであり、本稿でもこの順に論じていく。

ニコラオス・ソフィアノスの文法(16世紀前半成立)

ジロラモ・ジェルマノ　rイタリア語ギリシャ語辞典』 (1622年ローマ刊)

シモン・ポルティウス『俗ギリシャ語文法』 (1638年パリ刊)

シャル)V　デュ・カンジュ　F中世後期ギリシャ語作家辞典』 (1688年リヨン刊)

アレツシオ・ダ・ソマヴェラ『俗ギリシャ語イタリア語辞典』 (1709年パリ刊)
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1.ニコラオス・ソフィアノスの文法2

ケルキラ島出身のソフィアノスは、 16世紀に写字生・出版者としてベネチアで活躍したo

彼の文法はポスト・ビザンツ期の口語ギリシャ語文法書の最初に位置するものとされてい

る。出版されたのは後代の1870年になってであるが、枢機卿ジャン・ド・ロレ-ヌJean de

Lorraine (千 1550)への献辞が残っており、この年代以前の成立と考えられる。その献辞に

ょると(p.34)、彼の文法は三部に分かれ、第-部で名詞・動詞・不変化詞、第二部で正書

法、最終部で統語論を取り扱うことになっている.このうち第-部が出来上がったので献

呈するが、残りの二部も近く完成する。また、現代ギリシャ語の辞書の編纂も計画してい

る、と彼は書いているQ　しかし、第二・三部と辞書がその後どうなったのかは不明で、第

-部のみが写本の形で残されている。

彼の文法は、伝統的な文法記述のスタイルにそっている。すなわち、音韻のリストに始

まり、形態の説明を品詞ごとに進めていく。我々の興味の対象は、「前置詞について」(p.i

と「副詞につ0て」 (pp.80-83)の二つの章に見られる。

まず、 「前置詞について」では、 「前置詞はつねにあらゆる品詞の前に置かれる不変化の

品詞である3」とされ、単音節の前置詞六つ、二音節の前置詞十一が列挙される。このうち

に、複合前置詞を形成する6」C.α7Tbなどが含まれているO

続く「副詞について」の章では、 「副詞は動詞よりも前或いは後ろに置かれる不変化の品

詞である」と述べ、形態には単純形と複合形があるとした後で、意味的観点(時、質、畳

など)から分類された副詞の一覧を掲げている。本稿の課題の対象となるのは場所{tonixa)

の項目に収められた語群である。それらを空間概念別に分類しなおすと、次のようになろ

う4。

「上方」 &yu , αTcavco

r~下-JJj Kara

「前方」 ojunp67, ejuxpoffdey

「後方」 07uffao , bnLddeリ

「内部」を(Ta> , α7Tとffoo ,JLtとo・α

「外部」とわ,7rα〆わ

「近方」 ffl/U丘,KOVTCt,方入rj&iov

「遠方」 JLαxpav

「対向」 αリ血Tは, evゐTtLOV , αVTLXpむ

形態という点では、複合前置詞を形成する副詞がほとんど挙げられているが、幾つかの空

間概念が漏れている(「周辺」 「中間」)。しかしそれ以上に問題なのは、複合前置詞の重要

な特徴である副詞と前置詞の共起という点に触れられていないことである.前置詞と副詞

を別の章に分けてそれぞれの一覧を掲げる、という記述法ではこの統語的特徴に言及し難
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いのであろうか。もちろん、統語論に当てられた未完の第三郡において論じられた可能性

はあるoまた、 「表現の広大な森が含まれる(quo dictionum ingenssylua includeretur5)」

という彼の辞書が完成していれば、その豊かな文例の中でこの特徴が十分に記されていた

のかも知れない。

これとは対照的に、次に見る17世紀の二つの文法書は、副詞ないし前置詞の章の中で各々

の諸形態を挙げながら、同時にこの統語的特徴にも触れる、という記述の仕方を採ってい

る。

2.ジロラモ・ジェルマノ『イタリア語ギリシャ語辞典』 6

ジェルマノはシチリアの人で、イエズス会伝道師として22年間ヒオス島で活動した。 『イ

タリア語ギリシャ語辞典』は1622年ローマで刊行されたもので、自分自身及び同僚の伝道

活動の助けとして執筆した、とその序に述べられている。

辞書の冒頭には文法概説が付されているので、まずこちらから検討する。複合前置詞は

その中の「前置詞と副詞」の章(pp.54-55)で扱われており、 「幾つかの前置詞・副詞には別

の前置詞が結合する」とされている。そこに挙げられた例を空間概念別に分類し直すと次

のようになる。

「上方」 αTtavoci et? roリovpαUbu 「空の上で」

「下方」 xccTG3 αno rワy γqV 「大地の下で」

「前部」 o}inpゐ5"牀1S TCI fl丘TUXflOV 「私の目の前で」

「内部」 fieaα eif Ta A∂γLα 「言葉において」

「外部」 0%60 α7rb 「～の外で」

「遠方」 JLαxpia α7Tb 「～から遠く」

「周辺」 TPLγ軸ov et? to 「～の周辺で」

「対向」 evαvno ei? exeiyOV 「彼の向かいで」

ソフィアノスの文法ほど多くの副詞の例が挙げられていないが、この点は本体の辞書の

部で補うことが出来る。その他に不十分な点としては、幾つかの空間概念が欠けている(「後

方」、 「近方」)こと、幾つかの副詞+前置詞の結合パタンが現れてし)ないこと(α方丘Uu

α-O,!teffa αrro・サご) vwcさる、

本体の辞書の部では、文法概説の部よりも多くの形態上のバリアントが記されている。

例えば、sopra「上」に対してはαxavcoとれU、fuora「外」に対してはbわとと如、auanti,

inanti 「前」にはojinpot;,ojuTipoffda, ejunpoffOevが当てられている。また、文法概説では

欠けていた空間概念も記述されている(indietro 「後」 onlaco,o^omffoj、 vicino 「近く」

xoyT丘)。しかし、基本的にはイタリア語の単語にギリシャ語の単語を引き当てただけなの

で、統語的な特徴は示されていない。その欠は、 (包括的な取り扱いではないにせよ)冒頭

の文法概説の部分に委ねられている、と見るべきであろう。
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3.シモン・ポルティウス『俗ギリシャ語文法』 7

ポルティウスはローマの生まれで、 1615年からローマのCollegioGrecoで学んだ1638

年に　F俗ギリシャ語文法』をパリで刊行し、枢機卿リシュリューに捧げているO　これに先

立つ1635年にはラテン語-ギリシャ語辞書も出版している.Pernot(1907:24-39)が論じると

ころによると、ポルティウスの辞書・文法書は前節で検討したジェルマノの　rイタリア語

ギリシャ語辞典』を模倣しており、ヒオス方言の特徴が混入しているのも、この模倣が原

因であるとされている。

ジェルマノとは異なり、副詞と前置詞とは別の章で論じられている(第9章と第10章)0

複合前置詞についての言及は前置詞の章の方が詳しい。

第10章「前置詞について」 (pp.54-57)では、まず八つの前置詞の意味記述が簡単になさ

れる。続いて、これとは逆のアプローチとして、ラテン語前置詞を掲げた後へその意味に

対応するギリシャ語の前置詞句・副詞句を引き当てている。その際に統語構造にも言及し

ている点が目を引く。例えばapud 「～の近くに」の項は、

apud kovti丘またはaifia、場所の副詞、 1.2,3人称代名詞と結合する際は　属

格を支配する(xovT丘(Tov「君の近くに」、 xovT丘TOtノ「彼の近くに」、 Glfl軸otJ「私

のそばに」)。他の場合は対格形を要求し、前置詞eLrを介在させる(xoyで丘ei? tow?

7Tαえαioi>」r古人の近くで」)。他方で冠詞が後続する場合、前置詞eLrは二重母音

eL-を失い、 o・となって結合する{xovra ffrワリ7(∂prav「扉の近くに」、 ffLJl丘ffTOV

xafiTtov 「野原のそばで」)0

と記されている。このような統語構造の記述はジェルマノには見られなかった特長である。

さて、そこに現れる複合前置詞を空間概念別にまとめて掲げると、以下のようになる。

「上方」 et^ev α7r丘yu> 」」」・TO XB抑えi tov ev,α ore卵uL 「頭の上に冠を載せている」

「下方」 α方oxaroa α7t∂ TOV p万γα 「王の下で」 8

「前部」 ounpoara ecS tov x∂GjlOV 「人々の前で」、 ojinpゐf etS ra fx丘na/xov 「私

の目の前で」

「内部」 /JEo・α e*r r符v xapSiαv JLtOV 「私の心の中で」

「外部」 bわα7r∂ rovro exoo xade np毎jLα 「その他に何でも有している」

「近方」 xovra ei? row; n,α入αLOVS 「古人の近くで」、 KOVTi丘o・T符U 7E∂prav 「扉の近

くで」、 ffijxa (Ttoリxajx打OV 「野原の近くで」

「遠方」 FLαXPk αno roc ft丘najuov 「私の目から遠くに」

「中間」 αy軸eo・α el° Tov Xα∂リ「民衆の問で」、 αvapecftα el° fOVTO 「その間で」

「周辺」 TpLγvpov eif Tvv xゐpαリ「土地の周辺で」.

「対向」 evαvrlov eif xov ovpαUbリ「空に対して」

ジェルマノに言及されていた複合前置詞がすべて含まれているだけでなく、それ以外の
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空間概念にも触れられている(「中間」 「近方」)。さらに、ジェルマノが複合前置詞句単位

で例を挙げていたのに対し、動詞・目的語を加えた文単位での例示が指向されている(「上

方」 「外部」)0

ペルノーによって、ジェルマノの模倣を強調されたポルティウスの文法であるが、この

ように個々の記述では改良と見られる部分もあるO　もう一度まとめてみるならば、複合前

置詞の統合構造への言及、より多くの空間概念への言及、散発的ではあるが文単位での例

示などが改良点として指摘できよう。

他方で、ジェルマノの場合同様、複合前置詞の幾つかのパタンに触れられていない(例

えば、 「上方」方丘1/6} α7r6、 「前部」 Ofinpoffr,丘α7rb、 「内部」 JLをo・α α7rbなど)0

4.シャルル・デュ・カンジュ『中世後期ギリシャ語作家辞典』 9

この高名などザンツ学者による辞書は、同じく詳細なr中世後期ラテン語辞典』出版の

十年後、すなわち1688年にリヨンで刊行された。冒頭にはポルティウスの『俗ギリシャ語

文法』を再録している。

辞書であるから、複合前置詞のように統語部門にも関連する形式の体系的な記述は望め

ない。しかし引用が豊富なので、各副詞の記述の中に複合前置詞を含む例を見出すことは

できる。それらを空間概念ごとにまとめると次のようになる。

「上方」汀え喜ovffiv α7T丘voJ eiS T7JV蝕えα(Tff,αylO 「海の上を航海する」

「下方」 lieviGKei. αnovxatov etc; toy aEpα11 「空の下(-野外)に存する」

「前方」 e/i7tpo? etf ro napαXえTJfflOリTCOV ITαえゐv lOとSckjjch;喜xet. iiapfiapoyえevKov

「イタリア人の附属礼拝堂の前に白大理石の床がある」

i芭γγo∽′ HαL 0/JnpoS etj" f.ワV αγiαv rpane^<αy Xαリ♂t,1αLr

「祭壇の前でも吊り燭台が輝いている」

「内部J //effα el° To (Sn寿えαLOy ecuαi o T'a<t>o<; 「洞窟の中に墓がある」

eif rat opワJLとo・α e'WαL XαeiffjjαTa f′ 「山中に六つの座がある」

とUαL JL巨o・α etc tov dpbjjoリ「道中にある」

∑αy lEγovffiv to n∂<Sv uαC eiyαi eiS toリTOt<j>Oy 〃Eo・α 「言わば我々の足

は基の中にある」

「近方」 」1S T;〃y PαiBov ffinaをxei novαGTrjpiov rov TlpodpbjLtoiノ

「ライトウのそばにプロドロモス僧院がある」

epxercu 〟Lα yVUα王xα, xαi enepyα αn:a TOP γα∂リ　Glfl丘α7r∂ TOVTOV XO %誠oリ

「一人の女が来て、神殿の近く、彼の木のそばを通る」

xovt丘ei<? rov oZ〝ov rov △apld eivαLワXOLえada rotノXえαvCyゐvros

「ダビデの館の近くに嘆きの谷がある」.

ほとんど文単位で引用がなされていることにより、副詞+前置詞の結合パタンが明示され
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ている点が長所である。但し、様々なパタンを体系的に記述するところまではいかないo

また、中世語独自の語桑を対象としているので、副詞が古代語伝来の場合には(例えば「下

方」 Karoo)、そもそも項目として取り上げられていないo

5.アレッシオ・ダ・ソマヴェラ『俗ギリシャ語イタリア語辞典』 12

カプチン派の神父でコンスタンチノープルやスミルナで長年過ごした人。r俗ギリシャ語

イタリア語辞典』は1709年パリで死後出版された。

デュ・カンジュ同様に辞書であるため、各語の統語構造の記述が体系的に見られるわけ

ではない。ただし、収録語桑が多いため、副詞の様々な形態的バリアントが示されているo

例えば「周囲」表現の副詞としてジェルマノ、ポルティウス、デュ・カンジュはEPLγ軸otJ

のみを掲げるのに対し、ソマヴェラはo入るγ叩α,0えoγvpov,γ軸Ov.TpCγ軸ovを挙げてい

る。

さらに、各副詞の項目の下には豊富なイディオムの例が掲載されている。しかしながら、

複合前置詞の記述、という点では上で見てきた文法書・辞書以上に多くの例が見られる、

というわけではない。

「上方」 α,fbyoo ei<? eMとyα 「私の上に」 αが丘vco aro Gniri 「家の上に」

αnavoo α7r'αvtov 「彼の上を通って」

「下方」 Karon csxr] γワy 「下の大地で」 xkrLh'α方b珂y γ叩「大地の下で」

α方∂ xatoo α7rbでqU γW 「大地の下で」 13

「前方」 ofiTtp∂f ei? ra ^ovffffara 「軍隊の前で」

「内部」 jneff.αォr e//壬yα 「私の中で」 JLとo・α ei? tovro 「その中で」

「外部」とわαno rovro, ∂わαno tovto 「その外に」

αn'o如eiS to eZcorepuc67, 「外面では」

「近方」 xoy1丘ato aniri 「家の近くで」

「対向」 αvrixpv Gxo Gtcltl 「家の向かいで」

他方で、記述上の長所として次の二点が上げられる。まず、複合前置詞中の副詞の後で

は代名詞非強勢形が前置詞句と交替して現れるという点は、ポルティウスにも指摘されて

いたが、ソマヴェラでは、実例により示されている。

α,r丘vc。 fiov, ffov, rov, αnavoj ei? enをリα, eij- effとリα, e*c αt・q∂y 「私、君、彼の上

で」

第二に、同一の副詞に対し二つの前置詞が結合する際の意味的差異に言及している場合

がある。

xaroo GT符γqy da basso in terra, giu in terra 「下の大地で」

x丘Ta'α710 T:叩γ符y sotto terra, sotto la terra 「大地の下で」

前者では副詞と前置詞句が同一の位置、すなわち、 (明示されていない)或る基準点より「下」
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にある「大地」を指示している。これに対して後者では、 「大地」を基準として、それより

「下」の或る位置が示されている。この正当な意味的差異の指摘は14、他の辞書・文法書で

は見られかったものである。ただ残念なことに、このように句レベルのペアを対照して意

味的差異を記述しているのはこの場合のみであった。

6.結論

以上考察したポスト・ビザンツ期の五編の文法書・辞書のいずれにも複合前置詞が多少

とも言及されており、その取り扱いは少しずつ前進をしている、と言えそうである。

ソフィアノスの文法は、今日残された部分から判断するしかないが、複合前置詞の構成

要素である空間副詞の形態面については様々なバリアントを挙げていたものの、前置詞と

の結合については触れていない。

ジェルマノ　Fイタリア語ギリシャ語辞典』になって初めて副詞十前置詞の結合形が記述

されるようになる。しかしながら、幾つかの空間概念が言及されておらず、幾つかの副詞+

前置詞パタンも記述から漏れている。

ポルティウスr俗ギリシャ語文法』では、ジェルマノの模倣と言われながらも、取り上

げられる複合前置詞の種類も増し、句単位のみならず文単位での引用も見られる.また、

副詞の結合相手として前置詞句と代名詞非強勢形の交替が述べられている。

デュ・カンジュ『中世後期ギリシャ語作家辞典』とソマヴェラ『俗ギリシャ語イタリア

語辞典』は辞書という形式ゆえに、体系的な記述という点では上記の三文法書と同列には

論じられない。しかし、複合前置詞の記述という面で評価できるのは、前者では、文単位

での引用により、副詞十前置詞の結合パタンが明示されている点であろう。後者では、副

詞の形態的バリアントが豊富に採録されている点、副詞と結合する前置詞句・代名詞非強

勢形刊の交替に触れている点、前置詞の交替によって生み出される意味的差異に言及して

いる場合がある点などを挙げることが出来る。

註

1 16-18世紀の文法書・辞書全般についてはLegrand(1874:5-31) ,Pernot(1907:5-18)に詳し

い。前者は12文法書、後者は29文法書・辞書を記述している。他に簡潔な記述としてKnos

(1962:293-295,652-655)やBeck(1971:16-17)、最近のものとしてはIrmscher(1993)があ

る。ポスト・ビザンツ期の辞書・文法雷がギリシャ語の史的研究に対して有する価値につ

いて、現代の研究者は概ね肯定的に捉えているo例えば、 Knos(1962:354)は、これらの辞

書・文法書の大部分は、当時の口語の状態を示す点で、ある程度の価値を未だ保っている、

とする　Browning(1983:93)も、ソフィアノス、ジェルマノ、ポルティウスの文法書・辞書

は、擬古体の説明をも含み、ソフィアノスは自身の方言(ケルキラ島)の特徴が混入する
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場合があるけれども、共通口語の一貫した説明を与えてくれる(特にソフィアノス)、と考

えている。さらに、 Joseph(1990:6)は、上のBrowningの一節を引用した後、これらの辞

書・文法書を評価して、つねに統語研究に有用であるわけではないが、いくつかのポイン

トについて決定的な確証を与えることもある、とやや慎重に述べている。

Ni*:6人αor ∑odLαvbs, YpannαILX万r etaαγuγ寿ぐβLβえtov npゐfOU.使用テキストは

Legrand(18742) (- nα7[α66万ovXor, 1977) c

3 「あらゆる品詞の前」ですα*rapxαZr o入日リゐv TCJV〟ePゐv rovえbγotJというのは名詞・

代名詞の前(-いわゆる前置詞)と動詞の前(-動詞接頭辞)の両方の場合が考えられて

いるからである。この点は同箇所直後の例から確認できる。

4本稿では「或る基準点の上」 「或る基準点の下」といった意味概念を「上方」 「下方」等で

示すことにする。これらはJoseph&Philippaki-Warburton(1987:141-146)に使用されてい

る同様の概念Superior,Inferior等を試訳したものである。各概念の作業定義としてはSvor-

ou (1994:235-243)参照。

5上記ド・ロレ-ヌへの献辞中の表現(p.34),

6 Girolamo Germano, Vocabolano italiano et greco , nel quale si conhene come le voci

Italiane si dicano in Greco volgare.使用テキストはPernot(1907)<

7 Simon Portius, TpajujxαIEX寿1打pupα-LX寿r γえゐffcr,αS-, Grammatica linguae graecae

vulgaris.使用テキストはMeyer(1889)ォ

8この例ではα2rbが用いられているが、リシュリューへの献辞中ではeLrが使われている

(evpiffxerαL α方oxarui eif T:符v axをnrjv rとTOLQl′ JLeγ誠ov apxovrov 「そのような偉大

な指導者の下で」 p.2),

9 Du Cange, Ch. (1688:rpt. 1958) Glossarium ad scriptores mediae et infimae Graecitatis.

10ドユ・カンジュはこの例をJ.Meursius Glossarium graecobarbarum, in quo praeter

vocabula quinque millia quadrigenta… Lugduni Batavorum, 16142から引いている。

11この例もMeursius Glossariwn graecobarbanimより引用。

12 Da Somavera,A. (1719)㊥符0・αuP∂r T符r p&mαix毎r HαL TW如αγxLX寿ぐγえゐcrc,α丁.

Tesoro della lingua greca volgare ed italiana.

13ここに見られるαno Karco α776に対して、辞書の表紙には印刷所の所在地の目印とし

てαno xatoo aro <sWdSi rovfieγα lcodvvr] 「大ヨアニスの印の下」と書かれており、 o・

が用いられている。

14現代語におけるこの意味的差異の記述としてはTzermias(1969:235) ,Mirambel(1983:

186-7)など参照。
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